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令和２年４⽉２７⽇ 
 

新型コロナウイルス SARS-CoV-2 のゲノム分⼦疫学調査 
（2020/4/16 現在） 

 

n 新型コロナウイルス感染症におけるクラスター対策の概念  

（新型コロナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調査実施要領 より抜粋と改変）1 

2019 年末の中国・武漢を発端とする新型コロナウイルス (SARS-CoV-2) は 2020 年１⽉から２⽉に
かけて国内に侵⼊し、地域的な感染クラスター（集団）を発⽣させた。発⽣現地にて積極的疫学調査が実
施され、発⽣源と濃厚接触者の特定をもって、さらなる感染拡⼤を封じ込める対策が展開されてきた。⼀
時は⾃治体ごとに感染者減少を確認し、感染クラスターの終息宣⾔等（北海道・北⾒クラスター 
2020/04/14 2）、地域的にはある⼀定の成果を得たが、後に各地で感染拡⼤が進⾏し、全国規模の⾮常
事態宣⾔に⾄った。 

そこで、地⽅衛⽣研究所のご協⼒の下、国⽴感染症研究所において国内の新型コロナウイルス SARS-
CoV-2（⼀本鎖プラス鎖 RNA ウイルス、全⻑ 29.9 kb）のゲノム配列を確定し、感染クラスターの遺伝
的な特徴を把握することでクラスターの発⽣原因の推定、そして迅速な終息のために積極的疫学調査の⽀
援を開始した。 

 

n 新型コロナウイルス SARS-CoV-2 ゲノム解読法の改良 

Wellcome Trust 財団が⽀援する ARTIC Network が提唱する⼿法 (version 1) 3,4 を最適化し、ハイ
スループット化に改良した。詳細は bioRxiv の Preprint で公開中 5,6。 

 

n 新型コロナウイルス SARS-CoV-2 ゲノム情報によるネットワーク解析 

世界各地の研究所において SARS-CoV-2 のゲノム配列が解読されており、2020 年 4 ⽉ 16 ⽇現在で
4,511 患者の SARS-CoV-2 ゲノム配列（ゲノム分⼦疫学に充分なほぼ完全⻑）が登録されている 7。国内
においても各地の協⼒施設から陽性検体を収集し、562 患者においてゲノム解読を実施した。それら世界
と⽇本のゲノム情報を統合して塩基変異を抽出し、ウイルス株の親⼦関係を⽰すハプロタイプ・ネットワ
ーク（図１）を作成した。SARS-CoV-2 の変異速度は現在のところ 25.9 塩基変異/ゲノム/年（つまり、
１年間で 25.9 箇所の変異が⾒込まれる）と推定されている 8。2019 年末の発⽣から４ヶ⽉ほどの期間を
経てゲノム全域に少なくとも 9 塩基ほどの変異がランダムに発⽣していると⽰唆されている。 

1 ⽉初旬に中国・武漢から発したウイルス株を基点にして、⽇本各地で初期のクラスター（図１ ⾚●）
が複数発⽣し消失へと転じていることが確認された。さらに、２⽉５⽇から本格的な検疫を開始したクル
ーズ船・ダイヤモンド・プリンセス(DP)号の乗客・乗員 896 名（全対象 3,711 名の 1/4 に相当）から検
出された陽性患者 148 名のうち 70 名分のゲノム情報を確定した 9。武漢株(Wuhan-Hu-1: GenBank_ID 
MN908947)のゲノム情報と⽐較した結果、船内の⼤規模感染を引き起こした株のゲノムは１塩基のみ変
異(G11083T)していた（図１ マゼンタ●）。現在のところ、この DP 号を基点とするウイルス株は検出され
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ておらず、⽇本においては終息したものと思われる。 
この中国からの第１波による感染クラスターを抑え込みながらも、世界では３⽉初旬からヨーロッパお

よび北⽶で感染拡⼤と感染爆発の傾向がみられ、⽇本においてもヨーロッパ株を基点にした SARS-CoV-2 
株が検出された（図１ 左上・⾚●）。その後、⽇本での３⽉における⾏動制限が不⼗分な中、⼤都市圏で
の感染拡⼤を発端に全国各地へ“感染リンク不明”とされた孤発例が多数検出されるようになった。2020 
年 3 ⽉末から４⽉中旬における⽇本の状況は、初期の中国経由（第１波）の封じ込めに成功した⼀⽅、欧
⽶経由（第２波）の輸⼊症例が国内に拡散したものと強く⽰唆された。 

 

n 積極的疫学調査を⽀援するゲノム分⼦疫学 

SARS-CoV-2 のゲノム上にランダムに発⽣する変異箇所の⾜跡をトレースすることにより、感染リンク
の過去を遡り積極的疫学調査を⽀援している。中国発の第１波においては地域固有の感染クラスターが乱
⽴して発⽣し、“中国、湖北省、武漢” をキーワードに蓋然性の⾼い感染者を特定し、濃厚接触者をいち早
く探知して抑え込むことができたと推測される。しかしながら、緻密な疫学調査により収束へと導くこと
ができていた⽮先、３⽉中旬から全国各地で “感染リンク不明” の孤発例が同時多発で検出されはじめた。
この SARS-CoV-2 ハプロタイプ・ネットワーク図が⽰すように、渡航⾃粛が始まる３⽉中旬までに海外
からの帰国者経由（海外旅⾏者、海外在留邦⼈）で “第２波” の流⼊を許し、数週間のうちに全国各地へ
伝播して “渡航歴なし・リンク不明” の患者・無症状病原体保有者が増加したと推測される。この海外旅
⾏者を契機とした同時多発と３⽉中旬以降の⾏動制限への理解が不⼗分だったことを鑑みても、由来元が
不明な新型コロナウイルスが密かに国内を侵⾷し、現在の感染拡⼤へ繋がったと考えられる。 

本取り組みのように、ゲノム情報は配列指紋として利活⽤され、積極的疫学調査を科学的に⽀援するこ
とで総合的な公衆衛⽣対策の底上げを担っている。先進各国でも患者検体から新型コロナウイルスの全ゲ
ノム解読を推進し、感染伝播の追跡と収束に役⽴てようとしている 10,11。現状、収束の⾒込みはあっても
終息までにはさらなる研究開発が必須であり、時間を要すると思われる。第３、第 4 の波が来ることは必
然であり、今後、クラスター発⽣を最⼩限に留めるためにも迅速な情報公開と効果的な感染症対策の構築
を図っていく。 
 
謝辞︓検体採取等調査にご協⼒いただきました医療機関、保健所および⾏政機関の関係者に深謝致します。 
本研究は⽇本医療研究開発機構 AMED の研究⽀援を受け実施した （研究課題番号︓ JP19fk0108104, 
JP20fk0108103）。 
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センター⻑ ⿊⽥誠 
〒162-8640 東京都新宿区⼾⼭ 1-23-1 
TEL: 03-5285-1111  
E-mail: makokuro@niid.go.jp 
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図１ 世界と⽇本の SARS-CoV-2 ゲノム情報の塩基変異を⽤いたハプロタイプ・ネットワーク。 
中国武漢を発端に、塩基変異を蓄積して⽣まれるウイルス株の親⼦関係を図⽰化した（2020 年 4 ⽉ 16 ⽇
現在）。変異速度は 25.9 塩基変異/ゲノム/年（つまり、１年間で 25.9 箇所の変異が⾒込まれる）である
と推定されている。 
 
参考︓ Global Initiative on Sharing All Influenza Data (GISAID) 7 
GISAID は、⿃インフルエンザが猛威をふるった 2006 年 8 ⽉に医療分野の研究者たちによって設⽴され
たインフルエンザウイルスの情報データベースである。新型コロナウイルス SARS-CoV-2 ゲノム情報も
GISAID が主体的に運⽤し登録・収集されている。 
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岐⾩県保健環境研究所 
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⽯川県保健環境センター 
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熊本市環境総合センター 
⼤⽥区保健所 
富⼭県衛⽣研究所 
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藤和の苑に係る新型コロナウイルス感染症患者発生状況等について
令和２年５月１日

介護高齢課

１．施設の概要

施設名称： 藤和の苑

施設種別： 住宅型有料老人ホーム

所 在 地： 伊勢崎市連取町１７８５－３

定 員： ５０名

施設概要： 全室個室、トイレ・浴室・食堂は共用

併設ｻｰﾋﾞｽ： 通所介護事業所（藤和の虹 定員：４０名）

２．患者状況

（令和２年４月３０日現在）

人 数 発症者数 備 考

入居者 ４８名 ４２名 ・１名３月から入院中
・１４名死亡

職 員 ４２名 １９名

その他 ６名 ・１名死亡

合 計 ６７名

３．県の対応等

・藤和の苑に対し、マスク・ガウン等を数回に分け持参

・伊勢崎市内の訪問及び通所介護の１８７事業所に対し、マスクを配布

・高齢者施設・事業所に対し、感染症拡大防止の取組の再徹底について通知

・４月１２日、厚生労働省クラスター班との打ち合わせ

・４月１６日、群馬県感染症対策連絡協議会が現地調査

・４月２２日、「発熱状況等報告システム」を構築、県所管の高齢者・障害児者施設

で先行稼働（今後市町村所管まで広げる予定）

・４月３０日、県所管の有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅・訪問介護事

業所、計約１，０００箇所へマスクを送付

・５月１日、伊勢崎保健所から感染症予防対策について藤和の苑スタッフに指導

４．施設の対応等

・４月１６日までに入居者全員が順次入院

・４月１９日、２０日に施設内消毒、その後２９日までにクリーニングを実施

・５月２日、退院者の受入予定

５．病院退院後の受入調整について

・本人や家族の意向によるが、基本的には藤和の苑で受入

・家族等が藤和の苑以外を希望する場合でも、藤和の苑が窓口となって他施設との調

整を対応（介護高齢課も調整）

【参考資料②】
※協議会後一部訂正



令 和 ２ 年 ４ 月 3 0 日
総 務 部 財 政 課
電話 02 7 - 2 2 6 - 2 0 9 2

令和２年度５月補正予算案（臨時会提出分）について

補正予算案の規模：８９１億３,６１５万円
（専決処分による特別会計の補正を含む）

新型コロナウイルス感染症に関し、国の緊急経済対策を活用しながら、感染拡大防止策と医療

体制の整備、雇用の維持と事業の継続支援、子供たちが安心して「学び」を続けるための取組など

を緊急に行うため、令和２年度第１回臨時会に補正予算案を提出する。

◎補正予算のフレーム （単位：百万円）

歳 出 歳 入

１ 感染拡大防止策と検査･医療体制の整備 ６,５７４ １ 国庫支出金 １０,３５３

○感染拡大防止策 ２,３１７ ・緊急包括支援交付金 １,５２４

○検査体制の充実 ９３０ ・地方創生臨時交付金 ６,２７７

○医療体制の整備 ３,３２７ ・その他 ２,５５２

２ 雇用の維持と事業の継続を支援するた ５,０２０ ２ 基金繰入金 ４,８９７

めの取組 ・財政調整基金 ４,０５５

３ 子供たちが安心して「学び」を続ける ３,０５０ ・地域医療介護総合 ８４１

ための取組 確保基金

４ 相談体制や情報発信の充実・強化 １０８ ３ その他 ２

５ 機動的対応が必要な事態への備え ５００

歳 出 計 １５,２５２ 歳 入 計 １５,２５２

【参考】 一般会計予算額の状況

現計予算額 ７４５,７７６百万円

今回補正額 １５,２５２百万円

補正後予算額 ７６１,０２８百万円

◎知事による専決処分（４月30日付）による特別会計の補正

中小企業振興資金特別会計 ７３８億８,４５９万円

○影響を受ける中小企業者の資金繰りを支援するため、県制度融資に新型コロナウイルス感染症対

応資金を創設し、民間金融機関での実質無利子・無担保融資を実施。（詳細は別紙のとおり）

対 象 資 金：経営の安定に必要な事業資金（設備資金・運転資金）

融 資 枠：２,０００億円

【参考資料 ③ 】



１．感染拡大防止策と検査・医療体制の整備 6,574,037

　① 感染拡大防止策 2,317,031

介護施設等における感染拡大
防止対策

○介護施設等へ配布用の消毒液等の購入
○介護施設等の消毒経費
○介護施設等の設備整備補助（簡易陰圧装置など）

健康福祉部 836,801

障害者支援施設等における感
染拡大防止対策

○障害施設等へ配布用の消毒液等の購入
○障害施設等の消毒経費
○障害施設等の設備整備補助（簡易陰圧装置など）

健康福祉部 206,199

医療用物資確保対策
○県内事業者が行うマスク等生産設備の導入費を補助し、マスク等を増産
することにより、県民に安定的に供給

産業経済部 150,000

物資供給管理システムの構築
○マスク等の物資を県民が均等に購入できるよう、不足する医療物資（マ
スク等）の割当を行い、購入管理等を可能とするシステムを構築

産業経済部 100,000

県庁テレワーク推進 ○外出自粛中の業務継続のため、県庁テレワーク環境を整備 知事戦略部 89,272

　② 検査体制の充実 929,830

ゲノム解析等による感染拡大
防止

○新型コロナウイルスに係るゲノム解析等による感染拡大防止のための体
制整備

健康福祉部 18,610

地域外来・検査センター設置
○更なる検査体制の確立のため、「地域外来・検査センター」の設置・運営
を委託

健康福祉部 159,198

　③ 医療体制の整備 3,327,176

病院間調整センター（都道府県
調整本部）の設置

○県内の患者の受入れや、重症患者の転院搬送などの調整を行う「群馬
県病院間調整センター」の機能強化

健康福祉部 52,817

入院患者受入れ医療機関確保
事業

○患者が増加した際に必要な病床確保のため、一般病床等でも患者を受
け入れる病院に対し、空床補てん経費等を補助

健康福祉部 685,500

重症患者対応病床の整備
○重症となった入院患者を受け入れる医療機関に対し、医療機器（人口心
肺装置など）等の購入費等を補助

健康福祉部 175,225

軽症者等の医療機関以外の療
養場所等の確保

○軽症者、無症状者を受け入れる宿泊施設等の借り上げ料（または宿泊
料）、設備整備費、医療スタッフ等の運営経費

健康福祉部 1,982,238

主要事業

対応項目 対応内容 部局
予算額
（千円）
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対応項目 対応内容 部局
予算額
（千円）

２．雇用の維持と事業の継続を支援するための取組 5,019,820

生活福祉資金の特例貸付
○生活福祉資金貸付に係る原資への補助
・補助先 群馬県社会福祉協議会（実施主体）

健康福祉部 552,860

和牛肉等販売促進緊急対策
○県産和牛肉等国産牛肉の消費を拡大するため、学校給食の食材として
無償提供するとともに、食育を図る。

農政部 513,000

感染症対策事業継続支援金
○「緊急事態措置」に基づく休業要請・協力依頼に応じ、休業または営業時
間の短縮等を行った事業者に対し、事業継続のための支援金を支給

産業経済部 3,835,244

県制度融資
○新型コロナウイルス感染症対応資金の創設、利子補給・保証料補助の
実施

産業経済部

中小企業雇用維持支援
○県内中小企業が雇用を維持するための雇用調整助成金について、申請
者の負担を軽減するため、申請手続きの支援を実施。

産業経済部 96,800

中小企業におけるテレワーク
推進

○県内中小企業のテレワーク導入を推進するため、国で実施している新型
コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク補助金について、県が上乗
せ補助を実施。

産業経済部 10,000

３．子供たちが安心して「学び」を続けるための取組 3,049,842

臨時休校に伴う放課後児童ク
ラブ等への支援

○午前中からの放課後児童クラブ開所等にかかる経費の補助
○ファミリー・サポート・センターの利用料減免に係る費用を補助
○放課後児童クラブ等のマスク、消毒液等の購入を補助

生活こども部 318,952

臨時休校中における放課後等
デイサービスへの対応

○特別支援学校等の一斉臨時休業に伴い、利用者増が見込まれる放課後
等デイサービスに係る費用を補助

健康福祉部 11,522

高校生等奨学のための給付金
○低所得世帯の授業料以外の教材費等負担軽減のため、給付金の対象
を「家計急変世帯」へ拡大

生活こども部
教育委員会 489,957

県立高校等のICT教育環境の
整備

○県立高校等におけるＩＣＴ教育に係る設備等（可動式学習用コンピュータ、
授業支援ソフトウェア等）を整備

教育委員会 2,081,352

公立小中学校のICT教育環境
の整備

○公立小中学校におけるＩＣＴ教育に係る設備（授業支援ソフトウェア）の購
入費用を市町村に対して補助

教育委員会 110,758

４．相談体制や情報発信の充実・強化 107,860

ビックデータによる県内主要ス
ポット人口変動分析

○外出自粛要請の効果確認などのため、携帯電話の位置情報により、県
内拠点駅周辺や繁華街などの人口変動を分析し、県HP等で公表

知事戦略部 11,000

群馬テレビによる知事記者会
見の生中継

○知事の記者会見を群馬テレビで生中継することにより、ネット情報に触れ
る機会の少ない県民に対して迅速に情報提供を行う。

知事戦略部 9,416

コールセンター体制整備 ○帰国者・接触者相談センター（コールセンター）の運営を引き続き委託 健康福祉部 84,600

５．機動的対応が必要な事態への備え 500,000

予備費 ○感染予防対策等の機動的対応が必要な事態への備え 総務部 500,000

４月３０日付専決

（73,884,588）
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